
─  128  ─

 

聴覚障害者を対象とした災害情報伝達に関する研究
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１．研究目的
本学は，聴覚障害を有する学生が学ぶ，我が国唯一の

国立大学である。災害時に，音声を通じた情報はリアルタ
イム性が高いが，聴覚障害者は情報を入手できず，最も不
利な情報弱者となる可能性がある。本研究では，多様な
聴覚障害者の職員・学生が生活している本学天久保キャ
ンパスにおいて，リアルタイム災害情報伝達手法の実証的
研究を行い，情報弱者を作らない仕組みの実現を目標とす
る。さらに，聴覚障害者を対象とした災害情報伝達につい
て，既往研究を調査し，関連する大学・研究所・企業と意
見交換等を行う。

２．情報配信実験
本学・天久保キャンパス，及び筑波西武において，メー

ル，LINE，Twitter，Facebook 等による情報配信実験を
行った。実験実施日，参加者等について下記に示す。また，
下記③における配信情報の例を図 1 に示す。
① 2016 年 5 月17日（火）：学生寄宿舎避難訓練におけ

る災害情報配信実験，本学学生 30 名が参加
② 2016 年 10 月20日（木）：防災避難訓練における災害

情報配信実験，本学学生 15 名が参加
③ 2017 年 2 月15日（木）・16日（金）：筑波西武におけ

る災害情報配信実験，本学学生 10 名が参加

３．他大学・研究所との意見交換，事例調査
主に火災時避難方法を対象とした研究を実施している

早稲田大学，日本大学，清水建設技術研究所と，聴覚障
害者を対象とした身体密着式腕時計型端末の振動通知に
よる災害情報提供に関する議論を行い，共同の取り組みを
スタートした。今後，本学と日本大学それぞれにおいて実
証実験を行う予定である。

図1　配信情報の例

４．まとめ
実験参加者が実証実験場所や避難場所を熟知してい

る天久保キャンパスでの情報配信実験と，未知の商業施
設（筑波西武）での情報配信実験を行い，文字のみの情
報よりも，マップや画像等を表示する詳細な情報が避難に有
用であることを確認した。また，他大学・研究所との意見交
換を通じて，共同研究の基礎を築くことができた。課題として，
実証実験場所のバリエーションを増やしたり，情報配信の表
示方法などを詳細に検討する必要があると考えている。
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